
 

 

  

 

日
本
平
和
委
員
会
は
２
月
１
日
夜
、

都
内
の
ホ
テ
ル
で
結
成
７０
周
年
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。 

小
田
川
義
和
全
労
連
議
長
、
小
池 

晃
日
本
共
産
党
書
記
長(

左
の
写
真

の
中
央)
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
伊
藤

千
尋
さ
ん
な
ど
各
界
各
層
か
ら
１
９

０
人
が
出
席
し
大
盛
況
で
し
た
。 

会
場
が
狭
く
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の 

席
は
、
急
遽
本
会
場
の
入
り
口
に
当

た
る
ロ
ビ
ー
に
設
け
ら
れ
た
た
め
、

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
進
行
は
音
で
確
か

め
る
し
か
な
い
と
い
う
気
の
毒
な
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

大
阪
平
和
委
員
会
か
ら
は
、
近
藤
正

理
事
長
は
じ
め
８
人(

関
東
圏
以
外

で
は
最
大)

が
出
席
し
、
他
の
都
道
府

県
の
仲
間
と
楽
し
い
交
流
の
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。 

各
界
代
表
の
挨
拶
の
後
上
映
さ
れ

た
創
立
７０
周
年
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
２
月

５
日
夜
の
常
任
理
事
会
で
上
映
）
で

は
内
藤
功
代
表
理
事
、
畑
田
重
夫
顧

問
に
続
い
て
、
小
林
徳
子
大
阪
平
和

委
顧
問
が
登
場
し
「
日
本
平
和
委
員

会
結
成
７０
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

          

   

ま
た
、
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
後
、
橋
本

敦
大
阪
平
和
委
名
誉
会
長
の
動
画
メ

ー
ッ
セ
ー
ジ
が
３
分
に
わ
た
り
紹
介

さ
れ
橋
本
名
誉
会
長
は
「
ロ
ッ
キ
ー

ド
事
件
追
及
で
田
中
首
相
を
退
陣
に

追
い
こ
ん
だ
元
日
本
共
産
党
参
議
院

議
員
の
橋
本
敦
で
す…

。
７０
周
年
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
力
強
く

祝
い
の
こ
と
ば
を
寄
せ
ま
し
た
。 

な
お
、
こ
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
参
加

者
に
は
日
本
平
和
委
員
会
パ
ン
フ

「
７０
年
の
歩
み
を
振
り
返
る
」(

１２

頁
１
９
４
９
～
２
０
１
９
年)

が
渡
さ

れ
ま
し
た
。 

   

韓
国
大
法
院
は
２
０
１
８
年
１０
月
、

日
本
企
業
に
対
し
て
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
戦
争
中
に
強
制
動
員
さ
れ
た
韓
国

人
元
「
徴
用
工
」
へ
の
損
害
賠
償
を
命

じ
る
判
決
を
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
１
年
半
近
く
た
と
う
と
し
て
い
る

現
在
で
も
、
日
本
政
府
は
、
１
９
６
５

年
の
日
韓
請
求
権
協
定
で
「
解
決
済

み
」
だ
と
繰
り
返
し
、
輸
出
規
制
措
置

を
と
る
な
ど
、
強
硬
姿
勢
を
取
り
続

け
、
メ
デ
ィ
ア
も
韓
国
バ
ッ
シ
ン
グ

を
続
け
て
い
ま
す
。 

そ
ん
な
中
、
大
阪
平
和
委
員
会
と

日
本
コ
リ
ア
協
会
・
大
阪
は
２
月
１５

日
、
「
徴
用
工
」
問
題
の
真
の
解
決
を

め
ざ
し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
強
制
動

員
被
害
者
へ
の
支
援
を
続
け
て
き
た

高
橋
信
（
ま
こ
と
）
名
古
屋
三
菱
・
朝

鮮
女
子
勤
労
挺
身
隊
訴
訟
を
支
援
す

る
会
共
同
代
表
（
愛
知
県
平
和
委
員 

         

会
理
事
長
）
を
講
師
に
招
い
て
日
韓

問
題
学
習
会
を
会
場
い
っ
ぱ
い
の
６０

名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 

高
橋
信
さ
ん
の
講
演
要
旨 

―

「
徴
用
工
」
問
題
を
め
ぐ
り
「
国
と

国
の
約
束
を
破
っ
た
」「
蒸
し
返
す
な
」

と
よ
く
言
わ
れ
る
。
そ
の
根
拠
と
さ

れ
て
い
る
の
が
請
求
権
協
定
。
こ
の

協
定
で
は
日
本
政
府
が
総
額
５
億
㌦

(

無
償
３
億
㌦
、
有
償
２
億
㌦)

の
「
経

済
協
力
」
を
行
う
こ
と
で
「
完
全
か
つ

最
終
的
に
合
意
し
た
」(

第
２
条)

と

さ
れ
た
。
し
か
し
、
実
際
は
、
現
金
で

は
な
く
「
生
産
物
」
「
役
務
」
に
よ
っ

て
、
し
か
も
１０
年
か
け
て
支
払
わ
れ

た
。
恩
恵
を
受
け
た
の
は
韓
国
企
業

や
日
本
の
独
占
資
本
だ
っ
た
。 

強
制
動
員
被
害
者
に
は
お
金
が
渡

っ
た
の
か
。
請
求
権
協
定
か
ら
１０
年

後
の
１
９
７
５
年
、
１
９
４
５
年
８

月
１５
日
以
前
に
死
亡
し
た
労
務
動

員
・
軍
人
・
軍
属
の
８
、
５
５
２
人
の

遺
族
に
一
人
３０
万
㌆(=

１９
万
円
／ 

当
時
の
日
本
円)
が
支
払
わ
れ
た
だ

け(

３
億
㌦
の
わ
ず
か
１
・
５
％)

。
生

存
者
に
は
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
。 

 

過
去
の
日
本
の
過
ち
に
向
き
合
い
、

被
害
を
受
け
た
方
々
が
、
少
し
で
も

報
わ
れ
る
よ
う
に
、
毎
週
金
曜
に
加

害
企
業
・
三
菱
重
工
本
社
前
で
「
宣
伝
」

行
動
を
続
け
て
き
た
が
、
そ
の
行
動

が
１
月
１７
日
に
５
０
０
回
を
迎
え
た

の
で
、
特
別
集
会
を
韓
国
か
ら
ゲ
ス

ト
も
招
い
て
開
催
し
た―

 

   

大
阪
平
和
委
員
会
は
２
月
１４
日
昼
、

近
鉄
上
本
町
駅
前
で
「
沖
縄
連
帯
行

動
」
を
天
王
寺
平
和
委
員
会
、
う
た
ご

え
協
議
会
の
仲
間
を
含
め
６
人
の
参

加
で
実
施
し
ま
し
た
。 

行
動
の
参
加
者
た
ち
は
、
表
面
に 

「
沖
縄
・
辺
野
古
米
軍
基
地
建
設 

も
う
止
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
工

期
も
費
用
も
膨
張 

土
砂
投
入
は
１

年
で
１
％ 

道
理
も
見
通
し
も
な

し
」
、
裏
面
に
「
自
衛
隊
を
中
東
に
送 

る
な
」
と
訴
え
る
チ
ラ
シ
を
渡
し
な

が
ら
、「
日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
を

求
め
る
署
名
」
を
訴
え
ま
し
た
。
こ
の

行
動
を
通
し
て
、
同
署
名
が
１２
筆
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

「
日
本
は
こ
れ
で
も
独
立
国 

屈

辱
す
ぎ
る
『
日
米
地
位
協
定
』
」
と
の

見
出
し
の
マ
ン
ガ
横
断
幕
も
掲
げ
る

ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
宣
伝
行
動
を
展
開
し

た
た
め
も
あ
り
署
名
に
応
じ
て
く
れ

る
人
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
あ
い

に
く
小
雨
が
降
り
だ
し
短
時
間
の
行

動
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
残
念

無
念
で
し
た
。 

         

  

 

                                     

結
成
７０
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

2223 号 

 

２０２０年２月２５日（火曜日） 

日
韓
連
帯
学
習
会
満
席 

【３月の行事案内】  

1日(日） 3.1 ビキニデー・墓参行動 9：00 ＪＲ焼津駅  

5日(木） 国際女性デー大阪集会 18：30 ドーンセンター７Ｆ 

7日(土)  なくせ原発・再稼働反対！大阪大集会 13：30 エルシアター 

 9日(月)  原水協 6・9行動 12：00 近鉄上本町駅前 

11日(水) アートフェアー 大阪市中央公会堂 2Fギャラリー(～13 日) 

13日(金) ケイ・シュガーさんコンサート 18：00 天満教会  

16日(月）沖縄連帯行動 12：00 近鉄上本町駅頭 

18日(水) 核兵器・地球環境を考えるつどい 18：30 国労会館 

28日(土) 大阪安保「総会」13：30 国労会館３F 
 

今月の言葉 「大企業の内部留保は 449.9 兆円」 

  
大企業の内部留保は、2019 年１～3 月期に 449.9

兆円となり、史上最高となりました。これは第二次
安倍内閣が成立する直前の 2012年１～3月期とくら
べて、1.42 倍です。大企業が内部留保を増やす大き
な理由は、設備投資をしても生産したものが売れる
見通しがないからです。なぜ、そなったのでしょう。
賃上げをおさえ下請け単価を買いたたいて国内消
費を冷え込ませ、貧困層を一層拡大していることに
原因があります。つまり、大企業自身が製品の売れ
ない原因をつくっているのです。 
(「日本の支配者」佐々木憲昭著 新日本出版社) 
 

 

 

 

 

２
月
沖
縄
連
帯
行
動 

 

 

マンガ横断幕好評 



 

 

  

堺
で
色
々
な
団
体
が
寄
っ
て
、「
ジ

ェ
ン
ダ
ー
問
題
を
考
え
る
会
」
を
作

っ
て
定
期
的
に
学
習
会
な
ど
の
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。
野
党
と
市
民
の

共
闘
、
堺
１
０
０
０
人
委
員
会
、
市
長

選
挙
で
繋
が
っ
た
人
た
ち
も
一
緒
で
、

少
し
ず
つ
運
動
の
ひ
ろ
が
り
を
感
じ

て
い
る
。
私
は
元
々
事
務
局
と
し
て

参
加
し
て
い
た
が
、
堺
平
和
委
員
会

か
ら
も
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
を
考
え

る
会
」
に
参
加
し
よ
う
と
提
案
し
、
承

認
さ
れ
た
。
選
択
式
夫
婦
別
姓
に
「
結

婚
し
な
け
れ
ば
い
い
」
と
の
女
性
議

員
の
野
次
に
、
夫
婦
別
姓
の
議
論
は

高
ま
っ
て
い
る
と
き
く
。
日
本
は
ジ

ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
１
５
３
カ

国
中
１
２
１
位
と
恥
ず
か
し
く
な
る

低
さ
。
こ
れ
は
、
賃
金
格
差
や
女
性
の

管
理
職
や
女
性
議
員
数
の
割
合
の
低

さ
、
な
ど
に
よ
る
。
長
い
間
、
「
男
ら

し
さ
・
女
ら
し
さ
」
を
強
要
さ
れ
、
特

に
日
本
で
は
、
性
差
で
押
し
付
け
ら

れ
た
社
会
的
な
役
割
を
受
け
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
た
め
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
」
を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
。
堺
平
和
委
員
会
も
、
私
が
２
年

前
事
務
局
に
入
る
前
ま
で
男
性
だ
け

で
運
営
を
し
て
い
た
。
女
性
蔑
視
の 

          

  

な
い
方
ば
か
り
だ
が
、
「
女
性
が
事

務
局
に
入
る
こ
と
で
日
常
生
活
と
平

和
運
動
を
結
び
つ
け
た
楽
し
い
、
キ

ラ
キ
ラ
し
た
平
和
運
動
が
で
き
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
」
と
勝
手
に
思
っ
て

い
る
。
女
性
は
、
物
事
の
善
し
悪
し

を
、
忖
度
や
え
え
か
っ
こ
抜
き
で
判

断
で
き
る
し
、
た
め
に
な
る
こ
と
に

は
集
ま
っ
て
く
る
。
女
性
の
居
心
地

の
い
い
場
所
は
男
性
に
と
っ
て
も
絶

対
い
い
場
所
な
は
ず
。
堺
で
も
女
性

も
集
ま
れ
る
楽
し
い
平
和
委
員
会
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

（
堺
平
和
委
員
会 

亀
井
明
子
） 

 

   
 

８９
才
ご
婦
人
が
入
会  

長
谷
川
さ
ん
は
１２
日
、
太
極
拳
な

ど
一
緒
に
頑
張
っ
て
き
た
八
九
才
の

友
人 

(

２０
才
以
上
は
な
れ
て
い
ま
す

が)
 

Ｙ
さ
ん
を
た
づ
ね
て
「
東
住
吉

に
平
和
委
員
会
が
で
き
て
、
百
人
会

員
を
目
指
し
て
い
る
、
会
費
は
四 
百

円
で
大
阪
と
東
住
吉
の
ニ
ュ
ー 

ス

を
届
け
ま
す
、
ぜ
ひ
入
会
を
」 

と
よ

び
か
け
て
入
会
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
Ｙ
さ
ん
は
演
歌
歌
手
山
内
惠
介

の
大
フ
ァ
ン
で
、
い
ま
で
も
元
気
に

公
演
に
行
か
れ
る
ご
婦
人
で
す
。 

２
月
１０
日
夕
、
針
中
野
で
の
宣
伝
を

終
え
て
、
植
田
会
長
、
山
本
副
会
長

と
黒
田
事
務
局
長
の
３
人
で
駒
川
商

店
街
の
ス
タ
ン
ト
ン
と
い
う
本
屋

(

子
供
向
け
絵
本
、
画
集
、
写
真
集

な
ど
販
売
す
る
、
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の 

高
い
本
屋)

を
訪
問
し
、
東
住
吉
に 

 

成
人 

        
 
 

平
和
委
員
会
が
結
成
さ
れ
た
旨
を
話

す
。
オ
ー
ナ
ー
の
田
中
さ
ん
は
、
木

津
川
計
さ
ん
の
「
ひ
と
り
語
り
」
を

企
画
さ
れ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
の
お
一

人
で
す
。
私
た
ち
が
訪
問
し
た
時
に

「
な
に
か
持
っ
て
い
ら
し
た
ん
な
ら

店
の
棚
に
置
い
て
い
た
だ
い
て
い
い

ん
で
す
よ
」
と
田
中
さ
ん
に
言
わ
れ

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
に 

持 

ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
の
で
「
ま

た
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
１３
日
午
後
、
黒
田
事
務
局
長
が

平
和
会
員
の
下
村
さ
ん (

駒
川
商
店

街
で
洋
品
店
商
い)

と
と
も
に
ス
タ

ン
ト
ン
を
訪
問
し
、
「
改
憲
い
ら
な

い 

ア
ベ
さ
ん
さ
よ
う
な
ら
」
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
店
先
に
置
い
て
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

【
平
和
は
眠
り
を
許
さ
な
い
】 

（
＝
東
住
吉
平
和
委
員
会
役
員
ニ
ュ

ー
ス
２
月
１５
日
号
）
よ
り
転
載 

    

東
住
吉
の
結
成
に
つ
い
て
報
告 

 

２
月
１１
日
「
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
平
和

学
校
」
が
岡
山
城
近
く
の
会
場
で
全

５
県
か
ら
１５
名
の
参
加
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。 

 

日
本
平
和
委
員
会
か
ら
岩
月
事
務

局
次
長
、
河
戸
組
織
委
員
会
責
任
者
、 

上
羽
財
政
委
員
会
責
任
者
の
３
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
「
安
保
・

米
軍
・
自
衛
隊
・
戦
争
す
る
国
づ
く
り

の
実
態
と
各
県
の
運
動
」
に
つ
い
て

交
流
。 

山
口
県
平
和
委
員
会
か
ら
は
「
海

兵
隊
の
交
代
を
市
当
局
に
連
絡
し
な

い
」「
米
軍
の
時
間
外
運
用
も
一
方
的 

に
通
告
す
る
だ
け
」
な
ど
、
岩
国
基
地

を
米
軍
が
好
き
勝
手
に
使
用
す
る
一

方
、
学
校
で
の
英
語
教
育
に
協
力
し

た
り
、
基
地
ツ
ア
ー
を
実
施
し
住
民

の
歓
心
を
買
う
な
ど
し
て
い
る
、
と

の
報
告
。
広
島
県
か
ら
は
、
呉
基
地
を

母
港
と
す
る
ヘ
リ
護
衛
艦
「
か
が
」
の

空
母
化
問
題
と
呉
市
か
ら
の
自
衛
隊

へ
の
積
極
的
な
個
人
情
報
提
供
問
題

な
ど
の
報
告
。 

 

午
後
は
、
組
織
と
財
政
の
取
り
組

み
の
交
流
。 

 

岩
月
事
務
局
次
長
が
６
月
の
全
国 

大
会
に
向
け
た
組
織
建
設
の
取
り
組

み
の
到
達
と
教
訓
に
つ
い
て
報
告
し

た
後
、
上
羽
事
務
局
長
が
「
東
住
吉
の

結
成
か
ら
学
ぶ
」
と
題
し
て
追
加
報

告
。 東

住
吉
が
昨
年
９
月
か
ら
１２
月
に

か
け
て
会
員
４
人
か
ら
６２
人
へ
１５

倍
化
し
て
組
織
を
新
設
す
る
に
至
っ 

       

   

た
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
（
力
強
さ
）
、
工
夫

な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
話
を
す
る

と
も
に
、
東
住
吉
独
自
作
成
の
封
筒

や
会
費
・
紙
誌
代
回
収
封
筒
、
平
和
の

鳩
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
入
っ
た
役

員
の
名
刺
な
ど
実
物
を
紹
介
し
ま
し

た
。
上
羽
事
務
局
長
は
興
味
を
示
し

た
広
島
の
会
員
に
実
物
を
渡
し
ま
し

た
。 東

住
吉
平
和
委
員
会
の
新
設
が
、

中
国
５
県
の
平
和
委
員
会
の
役
員
の

皆
さ
ん
の
胸
の
奥
に
「
仲
間
づ
く
り
」

の
意
欲
を
高
め
た
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。 
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中
国
ブ
ロ
ッ
ク
平
和
学
校 

◇
３
月
１５
日
生
野
平
和
と
春
の
つ

ど
い
／
正
午
よ
り
生
野
区
民
セ
ン

タ
ー
／
西
田
さ
え
子
・
山
本
訓
子
の

お
二
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

参
加
費 

◇
２
月
２９
日
高
槻
・
新
春
の
つ
ど

い
・
総
会
／
１４
時
～
ク
ロ
ス
パ
ル

／
中
村
哲
さ
ん
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
作
品
「
ア
フ
ガ
ン
に
水
を
」
上
映 

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

参
加
費 

女
性
も
集
ま
れ
る
楽
し
い
平
和
委
員
会
を
！ 

◇
２
月
２６
日
西
淀
川
平
和
学
習
会

西
谷
文
和
さ
ん
の
中
東
情
勢
報
告 

午
後
６
時
半
～
の
ざ
と
診
療
所 

 

 

八
尾
平
和
企
画 

◇
３
月
７
日
「
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
記
録

全
集
第
３０
回
総
集
編
」
上
映 

◇
４
月
１９
日
河
野
仁
・
兵
庫
県
立

大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
講
義
「
気
候

変
動
に
よ
る
地
球
の
危
機
」
／
い
ず

れ
も
河
内
へ
い
わ
館
・
午
後
２
時
～ 

基
礎
組
織
の
催
し
案
内

案
合 

 

東
住
吉
通
信
よ
り 

 

 

 

大阪平和委事務局員・亀井さん

ん 

上羽事務局長が参加 

 

東住吉成人式宣伝↑ 


